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ア
ジ
ア
主
要
紙
の
気
に
な
る
記
事
を
取
り

置
く
の
を
日
課
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
と
こ

ろ
目
立
つ
の
は
イ
ン
ド
関
連
ニ
ュ
ー
ス
で
あ

る
。
新
興
経
済
の
一
つ
と
し
て
、
強
ま
る
イ

ン
ド
の
国
勢
は
記
事
量
か
ら
も
実
感
で
き
る
。

　
南
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
も
激
変
し
て
き
た
。

イ
ン
ド
は
か
つ
て
非
同
盟
の
雄
で
、
冷
戦
下

で
は
旧
ソ
連
と
関
係
が
深
か
っ
た
。
反
共
政

策
の
一
環
と
し
て
イ
ン
ド
と
対
立
す
る
パ
キ

ス
タ
ン
へ
肩
入
れ
し
て
き
た
米
国
と
は
疎
遠

な
関
係
が
続
い
た
。
中
国
と
も
国
境
紛
争
な

ど
で
時
と
し
て
緊
張
関
係
を
招
い
た
。

　
冷
戦
の
崩
壊
と
米
国
に
よ
る
テ
ロ
と
の
戦

い
を
経
て
、
こ
の
複
雑
な
国
際
関
係
は
一
変

し
た
。
米
国
、
中
国
と
の
関
係
は
改
善
し
、

つ
い
最
近
の
米
印
首
脳
会
談
で
は
「
原
子
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
」
を
締
結
し
た
。
米
国
が

核
拡
散
防
止
条
約
へ
の
加
盟
を
拒
否
し
て
い

る
イ
ン
ド
と
「
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
分
野
で

協
力
関
係
を
築
く
の
は
、
以
前
な
ら
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
中
国
と
は
２
０
０
３
年
に
「
包
括

協
力
宣
言
」
に
調
印
。
今
年
4
月
に
訪
印
し

た
中
国
の
温
家
宝
首
相
は
「
両
国
が
協
力
す

れ
ば
Ｉ
Ｔ
業
界
に
ア
ジ
ア
の
世
紀
が
到
来
す

る
」
と
述
べ
、
経
済
協
力
の
強
化
を
呼
び
か

け
た
。
ま
た
、
イ
ン
ド
は
中
国
が
主
導
す
る

中
央
ア
ジ
ア
の
地
域
協
力
組
織
「
上
海
協
力

機
構
」
に
準
加
盟
し
た
。
対
立
の
芽
を
残
し

な
が
ら
も
、
両
国
の
接
近
ぶ
り
は
め
ざ
ま
し

い
。ク
リ
ン
ト
ン
前
米
大
統
領
が
か
つ
て「
世

界
で
最
も
危
険
な
地
帯
」
と
呼
ん
だ
パ
キ
ス

タ
ン
と
の
カ
シ
ミ
ー
ル
紛
争
が
や
や
沈
静
化

し
て
い
る
の
も
、
イ
ン
ド
経
済
に
は
追
い
風

で
あ
る
。

　
南
ア
ジ
ア
の
国
勢
政
治
が
好
転
し
、
イ
ン

ド
の
潜
在
経
済
力
が
顕
在
化
へ
と
踏
み
出
し

た
の
を
最
も
歓
迎
し
て
い
る
の
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
だ
ろ
う
。
ア
ジ
ア
で
イ
ン
ド
と
の
関

係
強
化
に
真
っ
先
に
取
り
組
ん
だ
の
が
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
イ
ン
ド
商
工
会
議
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
会
員
企
業
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
と
し
て
も
利
用
で
き
る
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
な
ど
で
目
的
の
企
業
を
検
索
で
き
る
仕
組

み
だ
。
世
界
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
イ
ン
ド
人
系
企
業
の
連
絡
先
が
瞬

時
に
つ
か
め
る
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
96
年
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
「
世
界
イ
ン
ド
人
起
業
家
大
会
」

が
開
か
れ
た
の
を
機
に
立
ち
上
げ
た
。
世
界

か
ら
印
僑
と
呼
ば
れ
る
海
外
居
住
の
イ
ン
ド

人
経
営
者
が
参
加
し
た
こ
の
会
議
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
イ
ン
ド
商
工
会
議
所
が
主
催
し
た

が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
も
支
援
し
た
。

　
当
時
、
イ
ン
ド
洋
を
取
り
巻
く
諸
国
で
イ

ン
ド
洋
経
済
圏
構
想
が
提
唱
さ
れ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
も
参
加
国
に
名
を
連
ね
た
。
国
民
の

８
％
を
イ
ン
ド
系
で
占
め
、
印
僑
企
業
も
多

い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
、
イ
ン
ド
と
の
関
係
構

築
に
動
く
の
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
ア
ジ
ア
で
は
香
港
と

並
ぶ
国
際
企
業
・
華
僑
資
本
の
集
積
地
で

あ
る
。
こ
れ
に
約
２
０
０
０
万
人
と
い
わ
れ

る
印
僑
の
ア
ジ
ア
拠
点
を
付
加
し
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
国
際
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
高
め

る̶
̶

そ
の
戦
略
は
明
瞭
だ
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
首

相
は
今
年
7
月
の
訪
印
で
、
イ
ン
ド
の
シ
ン

首
相
と
包
括
的
経
済
緊
密
化
協
定
（
Ｃ
Ｅ
Ｐ

Ａ
）
に
調
印
。
長
年
の
イ
ン
ド
と
の
戦
略
的

な
関
係
構
築
の
成
果
を
得
た
。
そ
の
直
後
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
系
投
資
会
社
の
テ
マ
セ

ク
が
イ
ン
ド
最
大
財
閥
の
リ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

グ
ル
ー
プ
の
通
信
会
社
へ
資
本
参
加
。
さ
ら

に
テ
マ
セ
ク
は
ム
ン
バ
イ
の
複
合
映
画
館

チ
ェ
ー
ン
に
も
投
資
。
Ｄ
Ｂ
Ｓ
銀
行
も
イ
ン

ド
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
会
社
に
資
本
参
加
す
る

な
ど
、
国
家
ぐ
る
み
で
イ
ン
ド
再
接
近
を
強

め
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
ド
の
Ｉ
Ｔ
大
手
の
サ
テ
ィ
ヤ

ム
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｉ
Ｔ
企
業
を
買
収
し

た
ほ
か
、
イ
ン
ド
石
油
公
社
が
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
石
油
大
手
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ペ

ト
ロ
リ
ア
ム
株
を
取
得
す
る
と
の
報
道
も
流

れ
た
。
両
国
間
の
経
済
交
流
に
弾
み
が
つ
こ

う
と
し
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
は
中
国
と
も
自
由
貿
易
地
域
創

設
へ
の
研
究
を
始
め
て
お
り
、
こ
の
進
展
に

よ
っ
て
は
華
人
経
済
圏
、
イ
ン
ド
洋
経
済
圏

の
橋
渡
し
役
と
し
て
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
機

能
に
さ
ら
に
注
目
が
集
ま
る
だ
ろ
う
。

日
経
香
港
社　
奥
村
幸
広

印僑、華僑の交差点─
目指すシンガポール
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